
1 

 

令和３年度第３回山陽小野田市公立大学法人評価委員会議事要旨 

 

１ 日 時 令和３年１０月１５日(金) １４：１０～１５：３５ 

 

２ 場 所 山陽小野田市役所 ３階 議会会議室２ 

 

３ 出席者 委 員 堤委員長、濱口委員、藤本委員 

事務局 大谷大学推進室長、大坪大学推進室主査 

 

―開会― 

４ 議事 

（１）議題（1）公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学の第１期中期目

標期間終了時における組織及び業務の全般にわたる検討並びに講ずる所

要の措置（案）について 

第２期中期目標期間についても引き続き公立大学法人の形態で業務を

継続させるものとし、これまでの議論を踏まえた内容を反映させた第２

期中期目標を策定し、法人に指示することといった方針案について事務

局より説明があり、委員全員の賛成により承認された。また、法人が業務

を継続することは適切であるとする意見書を市長に提出することとなっ

た。（参考資料❶・❷） 

 

（２）議題（2）公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学中期目標（第２

期）（案）について 

第２期中期目標（案）について事務局より説明があり、定款に定める法

人の目的を踏まえた内容とすることや、市が策定した「第二次山陽小野田

市総合計画」の基本構想改訂版や中期基本計画において示された大学の

役割等を踏まえた内容とすること、国が目指す高等教育の姿を踏まえた

内容とすること等を方針として策定することについて、概ね承認された

が、第１期中期目標に比べ、項目が多岐にわたり、また、内容が詳細に記

載されていることにより、却って評価に苦慮することも考えられる為、山

口大学等の国立大学の例を参考にもう少し項目を絞ってもよいかもしれ

ない、との意見や、大学に対する地域の期待値は大変大きなものであるこ
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とから、目標（案）中「第３ 地域社会との連携、地域貢献に関する目標」

については内容を拡充するとよいのでは、との意見があった。 

今後、市長に対する意見書を提出するに当たり、上記及び大学からの意

見を踏まえ事務局が修正等を行ったものについて、次回会議において再

度審議を行うこととなった。 

（参考資料❸・❹・❻、資料「公立大学法人山陽小野田市立山口東京理 

科大学中期目標（第２期）（案）を作成する上で、参考にした資料」、資 

料「第二次山陽小野田市総合計画基本構想改訂版（素案）」、資料「公立 

大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学中期目標（第２期）の策定方 

針について」、資料「意見書（案）」） 

 

 

（３）議題（3）公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学 令和２年度業務

実績に関する評価報告書の作成について 

第２回会議において検討課題となっていた、新型コロナウイルスの影

響により未実施であったり、目標数値未達成となっている項目の取扱い

について協議を行った結果、代替措置をとられているものについては評

価を行い、そうでないものについては評価を行わない（評価不可能である

ことから評価対象から外す）こととし、各評価の整合性を確認した上で事

務局が評価案を作成し、次回会議において審議を行うこととなった。 

（参考資料❺・❼・❽） 

 

（４）その他 

第４回会議については、１０月２６日（火曜日）に開催することとなっ 

た。 

 

―閉会― 


